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大
阪
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９
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第
一
審
 
神
戸
地
裁
平
成

22年
８
月

26日
判
決
 

平
成

20年
（
ワ
）
第
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４
号
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険
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支
払
請

求
事
件
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２
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７
頁
 

１
．
本
件
の
争
点
 

 
本
件
は
、
自
動
車
の
所
有
者
が
、
被
保
険
自
動

車
が
盗
難
に
あ
っ
た
と
し
て
車
両
保
険
金
、
代
車

等
費
用
保
険
金
及
び
弁
護
士
費
用
保
険
金
の
支
払

を
求
め
た
事
案
で
あ
る
。
原
審
は
、
所
有
者
以
外

の
者
が
被
保
険
自
動
車
を
所
在
場
所
か
ら
持
ち
去

っ
た
と
い
う
外
形
的
な
事
実
を
認
め
、
車
両
保
険

金
及
び
代
車
等
費
用
保
険
金
の
請
求
を
認
容
し
た

が
、
本
判
決
は
、
盗
難
の
外
形
的
事
実
が
合
理
的

な
疑
い
を
超
え
る
程
度
に
ま
で
証
明
さ
れ
た
と
は

い
え
な
い
と
し
て
、保

険
金
の
請
求
を
棄
却
し
た
。

車
両
の
盗
難
に
か
か
る
立
証
責
任
に
つ
い
て
は
、

平
成

19年
に
最
高
裁
が
判
断
の
枠
組
を
示
し
、
以

後
の
下
級
審
及
び
実
務
に
お
い
て
は
、
そ
の
枠
組

に
従
っ
て
判
断
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
本
件
は
、

第
一
審
と
控
訴
審
で
そ
の
判
断
が
分
か
れ
た
認
定

事
例
と
し
て
実
務
上
参
考
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る

の
で
、
以
下
に
お
い
て
検
討
す
る
。
本
判
決
の
結

論
に
賛
成
で
あ
る
。
 

２
．
事
実
の
概
要
 


 
地
方
公
務
員
で
あ
る
Ｘ
（
原
告
・
被
控
訴
人
）

は
、
平
成

19年
７
月

27日
、
Ｙ
損
害
保
険
会

社
（
被
告
・
控
訴
人
）
と
の
間
で
、
平
成

17年

10月
に
約
６
５
０
万
円
で
購
入
し
た
自
動
車

（
メ
ル
セ
デ
ス
・
ベ
ン
ツ
Ｓ

55。
以
下
「
本
件

自
動
車
」
と
い
う
）
を
被
保
険
自
動
車
と
し
、

自
ら

を
被

保
険

者
と

す
る

自
動

車
保

険
契

約

（
以
下
「
本
件
保
険
契
約
」
と
い
う
）
を
締
結

し
た
。
本
件
保
険
契
約
に
適
用
さ
れ
る
保
険
約

款
に
は
、
次
の
定
め
が
あ
っ
た
。
 

①
 
Ｙ
は
、
被
保
険
自
動
車
の
盗
難
に
よ
る
損
害

に
対
し
て
、
被
保
険
者
に
保
険
金
を
支
払
う
。

た
だ
し
、
保
険
契
約
者
、
被
保
険
者
又
は
保
険

金
を
受
け
取
る
べ
き
者
等
の
故
意
に
よ
り
生
じ

た
損
害
に
対
し
て
は
、保

険
金
を
支
払
わ
な
い
。 

②
 
Ｙ
は
、
被
保
険
自
動
車
が
盗
難
に
あ
っ
た
こ

と
に
よ
り
使
用
不
能
と
な
っ
た
場
合
は
、
保
険

契
約
者
又
は
被
保
険
者
が
盗
難
の
事
実
を
警
察

に
届
け
出
た
と
き
に
限
り
、
代
車
等
費
用
保
険

金
を
支
払
う
。
 

保
険
法
・
判
例
研
究

 

被
保
険
自
動
車
の
盗
難
に
か
か
る
保
険
金
の
請
求
者
に
よ
る
 

外
形
的
事
実
の
立
証
の
成
否
 

日
本
共
済
協
会
 

武
田
 俊
裕

28 



 33  共済と保険 2013.８ 


 
Ｘ
は
、
平
成

20年
６
月
３
日
、
賃
借
し
て
い

た
駐
車
場
（
以
下
「
本
件
駐
車
場
」
と
い
う
）

に
お
い
て
施
錠
し
て
い
た
本
件
自
動
車
が
同
年

５
月

29日
午
前
５
時
頃
か
ら
６
月
３
日
午
後

５
時

30分
頃
ま
で
の
間
に
盗
取
さ
れ
た
旨
の

被
害
届
を
交
番
所
に
提
出
し
た
。
 

 
 
Ｘ
は
、
同
日
、
Ｙ
に
対
し
、
本
件
自
動
車
が

盗
難
に
あ
っ
た
旨
を
電
話
で
申
告
し
、
同
年
６

月
６
日
、
車
両
保
険
金
７
７
５
万
円
と
代
車
等

費
用
保
険
金

15万
円
の
支
払
を
請
求
し
た
と

こ
ろ
、
Ｙ
は
、
本
件
盗
難
事
故
に
つ
い
て
、
保

険
事
故
と
し
て
の
偶
然
性
が
認
め
ら
れ
な
い
と

し
て
、
保
険
金
の
支
払
を
拒
否
し
た
。
Ｘ
は
こ

れ
を
不
服
と
し
て
、
上
記
の
車
両
保
険
金
・
代

車
等
費
用
保
険
金
に
加
え
、
本
件
保
険
契
約
に

基
づ
く
弁
護
士
費
用
保
険
金

52万
５
０
０
０

円
及
び
遅
延
損
害
金
の
支
払
を
求
め
て
提
訴
し

た
。
 


 
原
審
に
お
い
て
、
Ｙ
は
、
次
の
よ
う
に
主
張

し
た
。
 

①
 
真
正
キ
ー
を
使
わ
ず
に
本
件
自
動
車
内
に
侵

入
し
、
イ
モ
ビ
ラ
イ
ザ
ー
機
能
を
解
除
な
い
し

解
読
し
て
、
又
は
イ
モ
ビ
ラ
イ
ザ
ー
の
交
換
作

業
を
行
っ
て
エ
ン
ジ
ン
を
始
動
さ
せ
る
こ
と
は

事
実
上
不
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
本
件
駐
車
場

の
構
造
・
周
囲
の
環
境
を
踏
ま
え
、
騒
音
に
よ

り
発
見
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
ま
た
、
路
面
擦
過

痕
を
残
す
こ
と
な
く
本
件
自
動
車
を
牽
引
・
運

搬
す
る
こ
と
は
事
実
上
不
可
能
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
本
件
盗
難
の
外
形
的
な
事
実
は
認
め

ら
れ
な
い
。
 

②
 
本
件
駐
車
場
に
お
い
て
本
件
自
動
車
の
隣
の

区
画
に
駐
車
し
て
い
た
Ｘ
の
妻
の
自
動
車
（
マ

ー
チ
）
の
使
用
頻
度
・
走
行
距
離
に
照
ら
し
て
、

Ｘ
夫
妻
が
、
盗
難
に
あ
っ
た
と
主
張
す
る
期
間

中
、
本
件
駐
車
場
に
足
を
運
ば
な
か
っ
た
こ
と

は
不
自
然
で
あ
り
、
Ｘ
の
主
張
は
信
用
で
き
な

い
。
 

③
 
盗
難
が
あ
っ
た
と
す
る
当
時
、
Ｘ
に
は
７
６

４
万
円
の
負
債
が
あ
り
、
休
職
中
で
あ
っ
た
。

Ｘ
に
は
、
本
件
自
動
車
の
購
入
額
と
車
両
保
険

金
の
差
額
及
び
本
件
自
動
車
の
転
売
金
額
を
利

得
と
す
る
た
め
に
保
険
事
故
を
故
意
に
招
致
す

る
経
済
的
動
機
が
あ
っ
た
。
 

④
 
本
件
保
険
契
約
に
適
用
さ
れ
る
保
険
約
款
の

定
め
に
よ
り
、
弁
護
士
費
用
補
償
特
約
に
よ
る

保
険
金
は
、
被
保
険
者
が
事
故
の
相
手
方
に
対

し
て
損
害
賠
償
責
任
を
追
及
す
る
際
に
要
す
る

弁
護
士
費
用
等
に
限
ら
れ
て
お
り
、
車
両
保
険

金
等
を
請
求
す
る
本
件
に
つ
い
て
は
支
払
わ
れ

な
い
。
 

 
 
こ
れ
に
対
し
、
Ｘ
は
、
次
の
よ
う
に
主
張
し

た
。
 

①
 
犯
罪
組
織
が
使
用
し
て
い
る
と
報
道
さ
れ
て

い
る
機
器
を
使
用
す
れ
ば
、
イ
モ
ビ
ラ
イ
ザ
ー

装
着
車
を
自
走
さ
せ
て
盗
取
す
る
こ
と
は
可
能

で
あ
る
。
ま
た
、
積
載
車
両
に
よ
る
盗
取
の
可

能
性
に
つ
い
て
実
験
し
た
結
果
、
組
織
的
な
窃

盗
団
が
、
近
隣
の
住
民
に
通
報
さ
れ
る
こ
と
な

く

20分
程
度
で
車
両
積
載
の
方
法
で
本
件
自

動
車
を
盗
取
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
り
、
擦
過

痕
が
必
ず
残
る
と
も
い
え
な
い
。
 

②
 

Ｘ
夫
妻

の
自

動
車

の
使

用
頻

度
に
照

ら
し

て
、
盗
難
に
あ
っ
た
期
間
、
本
件
駐
車
場
に
足

を
運
ば
な
か
っ
た
と
し
て
も
不
自
然
で
は
な
い
。
 

③
 
Ｘ
に
は
、
給
与
所
得
の
他
、
妻
の
家
賃
収
入

や
飲
食
店
へ
の
投
資
に
よ
る
副
収
入
が
あ
り
、

退
職
金
債
権
も
あ
る
。
虚
偽
の
保
険
金
請
求
を

行
え
ば
懲
戒
免
職
と
な
り
、
高
額
の
退
職
金
を

失
う
危
険
が
あ
る
た
め
、
保
険
金
詐
取
の
動
機

は
な
い
。
 

④
 
Ｘ
は
、
Ｙ
が
保
険
金
の
支
払
を
拒
否
し
た
た

め
、
弁
護
士
に
訴
訟
を
委
任
す
る
こ
と
を
余
儀

な
く
さ
れ
、
着
手
金

52万
５
０
０
０
円
を
支
払

っ
た
。
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
 
原
審
は
、
以
下
の
よ
う
に
判
示
し
、
車
両
保

険
金
７
７
５
万
円
、
代
車
等
費
用
保
険
金

15万

円
及
び
こ
れ
ら
に
か
か
る
遅
延
損
害
金
の
請
求

を
認
容
し
た
。
 

①
 
被
保
険
自
動
車
の
盗
難
と
い
う
保
険
事
故
に

か
か
る
車
両
保
険
金
を
請
求
す
る
者
は
、
「
被

保
険
者
以
外
の
者
が
被
保
険
者
の
占
有
に
係
る

被
保
険
自
動
車
を
そ
の
所
在
場
所
か
ら
持
ち
去

っ
た
こ
と
」
と
い
う
外
形
的
な
事
実
を
主
張
、

立
証
す
れ
ば
足
り
、
そ
の
外
形
的
な
事
実
は
、

「
被
保
険
者
の
占
有
に
係
る
被
保
険
自
動
車
が

保
険
金
請
求
者
の
主
張
す
る
所
在
場
所
に
置
か

れ
て
い
た
こ
と
」
及
び
「
被
保
険
者
以
外
の
者

が
そ
の
場
所
か
ら
被
保
険
自
動
車
を
持
ち
去
っ

た
こ
と
」
と
い
う
事
実
か
ら
構
成
さ
れ
る
も
の

と
解
さ
れ
る
。
 

②
 
本
件
自
動
車
が
、
平
成

20年
５
月

29日
午

前
５
時
過
ぎ
頃
か
ら
同
年
６
月
１
日
頃
に
か
け

て
本
件
駐
車
場
に
駐
車
し
て
い
た
こ
と
が
認
め

ら
れ
、
Ｘ
の
供
述
は
信
用
で
き
る
。
 

 
 
被
保
険
者
以
外
の
者
が
そ
の
場
所
か
ら
被
保

険
自
動
車
を
持
ち
去
っ
た
こ
と
の
直
接
証
拠
は

存
在
し
な
い
が
、
イ
モ
ビ
ラ
イ
ザ
ー
の
無
効
化

は
技
術
的
に
可
能
で
あ
り
、
本
件
に
お
い
て
そ

の
可
能
性
は
否
定
で
き
ず
、
レ
ッ
カ
ー
車
や
積

載
車
両
に
よ
る
運
搬
も
、
可
能
性
は
低
い
が
、

現
実
的
に
不
可
能
で
あ
る
と
は
断
じ
難
く
、
第

三
者
が
何
ら
か
の
方
法
で
本
件
自
動
車
を
盗
取

し
た
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
以
上
、
Ｘ
の
供

述
の
信

用
性

を
揺

る
が

す
ま

で
に

は
至

ら
な

い
。
ま
た
、
Ｘ
の
妻
が
、
盗
難
に
あ
っ
た
期
間

に
自
ら
の
自
動
車
を
使
用
し
な
い
こ
と
も
あ
り

得
る
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
点
に
つ
い
て
虚
偽
の

証
言
を
し
て
い
る
と
ま
で
は
い
え
な
い
。
Ｘ
の

主
張
が
信
用
で
き
な
い
と
す
る
Ｙ
の
主
張
は
採

用
で
き
ず
、
Ｘ
の
供
述
の
と
お
り
、
Ｘ
以
外
の

者
が
本
件
駐
車
場
か
ら
本
件
自
動
車
を
持
ち
去

っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
 

 
 
こ
れ
ら
の
外
形
的
な
事
実
が
認
め
ら
れ
る
か

ら
、
本
件
自
動
車
の
盗
難
と
い
う
保
険
事
故
が

発
生
し
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
 

③
 
Ｘ
は
、
平
成

21年
６
月

30日
に
退
職
し
、

退
職
金
の
う
ち
信
用
組
合
償
還
金
を
控
除
し
た

額
を
受
領
し
て
お
り
、
負
債
の
あ
っ
た
こ
と
は

認
め
ら
れ
る
が
、
本
件
盗
難
の
あ
っ
た
当
時
の

Ｘ
夫
妻
の
収
入
は
年
間
９
０
０
万
円
～
１
０
０

０
万
円
程
度
あ
り
、
自
動
車
ロ
ー
ン
の
毎
月
の

分
割
払
金
も
遅
滞
な
く
支
払
っ
て
い
る
こ
と
が

認
め
ら
れ
る
。
虚
偽
の
保
険
金
請
求
を
行
え
ば

懲
戒
免
職
と
な
り
、
高
額
の
退
職
金
を
失
う
危

険
が
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
Ｘ
が
車
両
保
険

金
を
取
得
す
る
た
め
に
、
故
意
に
本
件
自
動
車

の
盗
難
事
故
を
招
致
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
経

済
的
動
機
が
あ
る
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
そ
の
他
、

本
件
自
動
車
の
盗
難
が
原
告
の
故
意
に
よ
り
招

致
さ
れ
た
こ
と
を
認
め
る
に
足
る
証
拠
は
な
い
。
 

④
 
弁
護
士
費
用
保
険
金
は
、
本
件
の
よ
う
に
、

被
保
険
者
が
保
険
者
に
対
し
て
車
両
保
険
金
等

を
請
求
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
支
払
を
請
求

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
 


 
Ｙ
は
、
原
審
を
不
服
と
し
て
控
訴
し
た
。
控

訴
審
に
お
い
て
、
Ｙ
は
、
次
の
補
充
主
張
を
行

っ
た
。
 

①
 
車
両
保
険
金
の
支
払
を
請
求
す
る
者
は
「
被

保
険
者
以
外
の
者
に
よ
る
持
ち
去
り
」
の
外
形

的
事
実
を
合
理
的
な
疑
い
を
超
え
る
程
度
に
立

証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
、
ベ
ン
ツ
車

の
防
犯
性
能
及
び
レ
ッ
カ
ー
や
積
載
車
両
に
よ

る
盗
難
の
非
現
実
性
か
ら
し
て
、
本
件
に
お
い

て
は
、
単
に
盗
難
の
外
形
的
事
実
と
矛
盾
し
な

い
状
況
が
証
明
さ
れ
た
に
止
ま
り
、
盗
難
の
外

形
的
事
実
が
合
理
的
な
疑
い
を
超
え
る
程
度
に

証
明
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
 

②
 
Ｘ
は
平
成

19年
３
月
６
日
に
本
件
自
動
車

が
車
上
荒
ら
し
に
遭
っ
た
と
申
告
し
て
、
Ｙ
か
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ら
２
１
４
万
５
０
０
０
円
の
車
両
保
険
金
の
支

払
を
受
け
た
経
験
を
有
し
、
偽
装
盗
難
に
よ
る

保
険
金
詐
取
の
動
機
を
持
つ
こ
と
は
十
分
あ
り

得
る
。
同
一
人
物
が
同
一
車
両
に
つ
い
て
短
期

間
に
車
上
荒
ら
し
と
盗
難
の
被
害
に
遭
う
こ
と

は
稀
有
で
あ
り
、
不
自
然
で
あ
る
。
ま
た
、
Ｘ

が
休
職
し
た
の
は
、
ス
ナ
ッ
ク
に
出
資
し
て
報

酬
を
得
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
暴
力
団
員
か
ら

恐
喝
さ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
と
し
て
お
り
、

精
神
的
に
追
い
詰
め
ら
れ
た
Ｘ
が
暴
力
団
員
に

本
件
自
動
車
を
提
供
し
て
幕
引
き
を
図
っ
た
偽

装
盗
難
事
件
で
あ
る
こ
と
も
推
認
さ
れ
る
。
 

３
．
判
旨
（
一
部
取
消
、
上
告
（
棄
却
）
）
 


 
車
両
保
険
金
請
求
に
お
け
る
盗
難
事
故
の
主

張
立
証
責
任
に
つ
い
て
 

 
「
被
保
険
自
動
車
の
盗
難
と
い
う
保
険
事
故
が

発
生
し
た
と
し
て
…
…
車
両
保
険
金
の
支
払
を

請
求
す
る
者
は
、
「
被
保
険
者
以
外
の
者
が
被

保
険
者
の
占
有
に
係
る
被
保
険
自
動
車
を
そ
の

所
在
場
所
か
ら
持
ち
去
っ
た
こ
と
」
と
い
う
盗

難
の
外
形
的
な
事
実
を
主
張
、
立
証
す
れ
ば
足

り
、
被
保
険
自
動
車
の
持
ち
去
り
が
被
保
険
者

の
意
思
に
基
づ
か
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
主

張
、立

証
す
べ
き
責
任
を
負
う
も
の
で
は
な
い
。

そ
し
て
、そ

の
外
形
的
な
事
実
は
、「

被
保
険
者

の
占
有
に
係
る
被
保
険
自
動
車
が
保
険
金
請
求

者
の
主
張
す
る
所
在
場
所
に
置
か
れ
て
い
た
こ

と
」
及
び
「
被
保
険
者
以
外
の
者
が
そ
の
場
所

か
ら
被
保
険
自
動
車
を
持
ち
去
っ
た
こ
と
」
と

い
う
事
実
か
ら
構
成
さ
れ
る
も
の
と
い
う
べ
き

で
あ
る
…
…
。」

 


 
「
被
保
険
者
以
外
の
者
が
保
険
金
請
求
者
の

主
張
す
る
所
在
場
所
か
ら
被
保
険
自
動
車
を
持

ち
去
っ
た
こ
と
」
に
つ
い
て
 

 
「
本
件
に
お
い
て
は
、
被
保
険
者
以
外
の
者
が

本
件
駐
車
場
か
ら
本
件
自
動
車
を
持
ち
去
っ
た

こ
と
を
目
撃
し
た
者
や
防
犯
カ
メ
ラ
の
映
像
等

の
直
接
証
拠
は
存
在
し
な
い
か
ら
、
Ｘ
の
本
件

自
動
車
が
盗
難
に
遭
っ
た
旨
の
…
…
供
述
の
信

用
性

は
慎
重

に
判

断
す

る
必
要

が
あ

る
と

こ

ろ
、
Ｘ
の
…
…
供
述
及
び
こ
れ
と
同
旨
の
警
察

に
対
す
る
被
害
届
、
Ｙ
に
対
す
る
被
害
申
告
の

各
内
容
は
直
ち
に
採
用
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、

以
下
の
各
事
情
を
併
せ
て
考
慮
す
る
と
、結
局
、

Ｘ
の
…
…
供
述
は
信
用
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

Ｘ
以
外
の
者
が
本
件
駐
車
場
か
ら
本
件
自
動
車

を
持
ち
去
っ
た
と
い
う
盗
難
の
外
形
的
事
実
が

合
理
的
な
疑
い
を
超
え
る
程
度
に
ま
で
証
明
さ

れ
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。」

 

①
 
本
件
自
動
車
の
盗
難
困
難
性
 

 
「
本
件
駐
車
場
は
、
…
…
第
三
者
が
本
件
自
動

車
を
窃
取
す
る
た
め
、
時
間
を
要
す
る
作
業
を

行
っ
た
り
、
大
き
な
騒
音
を
発
す
る
作
業
を
行

う
こ
と
は
犯
行
が
発
覚
す
る
リ
ス
ク
が
高
く
、

通
常
考
え
難
い
と
言
え
る
。
」
 

 
「
自
走
の
方
法
に
よ
る
場
合
、
ま
ず
車
内
に
侵

入
す
る
必
要
が
あ
る
と
こ
ろ
、
…
…
現
実
的
に

は
考
え
難
い
。
次
に
、
本
件
自
動
車
の
エ
ン
ジ

ン
を
起
動
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
が
、
…
…
ベ
ン

ツ
車
の
イ
モ
ビ
ラ
イ
ザ
シ
ス
テ
ム
（
マ
マ
）
…

…
の
防
犯
性
能
は
高
く
、
真
正
な
キ
ー
を
使
用

せ
ず
に
エ
ン
ジ
ン
を
起
動
さ
せ
る
こ
と
は
、
…

…
現
実
的
に
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
。
ま
た
、

…
…
正
規
の
販
売
店
等
を
経
由
せ
ず
に
真
正
な

キ
ー
の
複
製
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
…
…

報
道
等
は
、
い
ず
れ
も
国
産
車
あ
る
い
は
そ
の

う
ち
の
特
定
の
車
種
に
関
す
る
イ
モ
ビ
ラ
イ
ザ

等
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、
自

動
車
メ
ー
カ
ー
ご
と
に
そ
の
採
用
す
る
イ
モ
ビ

ラ
イ
ザ
・
シ
ス
テ
ム
が
異
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、

…
…
報
道

等
の

内
容

が
そ

の
ま

ま
ベ

ン
ツ

車

の
、
し
か
も
本
件
自
動
車
に
採
用
さ
れ
て
い
た

イ
モ
ビ
ラ
イ
ザ
・
シ
ス
テ
ム
に
当
て
は
ま
る
も

の
と
は
認
め
ら
れ
な
い
か
ら
、
こ
の
点
に
関
す
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る
Ｘ
の
主
張
は
失
当
で
あ
る
。
…
…
真
正
キ
ー

を
使
わ
な
い
い
わ
ゆ
る
イ
モ
ビ
ラ
イ
ザ
破
り
…

…
の
方
法
は
、
イ
モ
ビ
ラ
イ
ザ
・
シ
ス
テ
ム
の

部
品
の
交
換
を
意
味
し
て
い
る
も
の
と
解
さ
れ

る
。
そ
し
て
、
こ
の
方
法
は
、
作
業
範
囲
が
広

範
囲
に
及
ぶ
上
、
…
…
本
件
駐
車
場
の
状
況
の

も
と
で
は
、
長
時
間
を
要
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
現
実
的
に
は
非
常
に

困
難
で
あ
り
、
第
三
者
が
真
正
キ
ー
を
用
い
ず

に
本
件
自
動
車
を
自
走
さ
せ
た
可
能
性
は
非
常

に
少
な
い
と
い
え
る
。」

 

 
「
レ
ッ
カ
ー
車
で
本
件
自
動
車
を
搬
出
す
る
た

め
に
は
、
…
…
か
な
り
の
時
間
を
要
す
る
。
…

…
塀
と
の
接
触
を
避
け
る
た
め
、
何
度
も
切
り

返
し
を
行
う
な
ど
高
度
な
運
転
技
術
が
要
求
さ

れ
る
。
…
…
本
件
駐
車
場
の
路
面
に
何
ら
か
の

痕
跡
が
残
る
は
ず
で
あ
る
が
、
痕
跡
は
残
っ
て

い
な
い
…
…
。
…
…
相
当
大
き
な
騒
音
を
発
生

さ
せ
る
が
…
…
、
そ
の
よ
う
な
騒
音
を
聞
い
た

者
も
い
な
い
。
…
…
レ
ッ
カ
ー
車
を
用
い
た
場

合
、
逃
走
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
こ
と
も
考
慮

す
る
と
、
第
三
者
が
本
件
自
動
車
を
レ
ッ
カ
ー

車
で
搬
出
し
た
可
能
性
は
非
常
に
少
な
い
と
い

え
る
。
…
…
本
件
自
動
車
を
積
載
車
に
積
載
す

る
た
め
に
は
、
…
…
四
本
の
タ
イ
ヤ
を
台
車
に

載
せ
て
積
載
車
ま
で
運
ぶ
作
業
が
必
要
と
な
る

と
こ
ろ
、
…
…
実
験
に
使
用
し
た
車
両
の
タ
イ

ヤ
幅
は
本
件
自
動
車
の
も
の
よ
り
狭
い
…
…
か

ら
、
…
…
同
様
の
結
果
が
出
る
も
の
と
は
に
わ

か
に
断
定
で
き
な
い
。
…
…
本
件
駐
車
場
の
路

面
に
何
ら
か
の
痕
跡
が
残
る
は
ず
で
あ
る
が
、

痕
跡
は
残
っ
て
い
な
い
。
…
…
積
載
車
で
作
業

を
す
る
場
合
も
、
…
…
相
当
大
き
な
騒
音
を
発

生
さ
せ
る
と
こ
ろ
、
そ
の
よ
う
な
騒
音
を
聞
い

た
者
も
い
な
い
。…
…
積
載
車
を
用
い
た
場
合
、

逃
走
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
こ
と
も
考
慮
す
る

と
、
第
三
者
が
本
件
自
動
車
を
積
載
車
で
搬
出

し
た
可
能
性
は
非
常
に
少
な
い
と
い
え
る
。」

 

②
 
第
三
者
の
持
ち
去
り
と
認
め
る
に
は
疑
わ
し

い
Ｘ
側
の
事
情
 

 
「
本
件
自
動
車
の
真
正
キ
ー
の
本
数
に
つ
き
、

Ｘ
は
、
当
初
か
ら
２
本
（
カ
ー
ド
キ
ー
１
本
と

リ
モ
コ
ン
キ
ー
１
本
）
で
あ
っ
た
旨
供
述
す
る

が
、
…
…
リ
モ
コ
ン
キ
ー
２
本
は
Ｘ
が
…
…
所

持
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
も
の
と
い
う
べ
き

で
あ
る
。
」
 

 
「
Ｘ
は
、
マ
ー
チ
は
実
際
は
訴
外
Ａ
が
頻
繁
に

使
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
…
…
走

行
距
離
は
不
自
然
で
は
な
い
と
主
張
す
る
と
こ

ろ
、
…
…
Ａ
は
、
平
成

18年
頃
か
ら
の
病
気
で

視
力
が
低
下
し
て
き
た
た
め
、
徐
々
に
使
用
回

数
が
減
り
、
平
成

19年
に
は
…
…
返
却
し
た
こ

と
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
…
…
走
行
距

離
に
つ
い
て
は
、
…
…
疑
問
が
残
る
と
い
わ
ざ

る
を
得
な
い
。」

 

 
「
Ｘ
は
、
平
成

19年
３
月
６
日
、
本
件
駐
車
場

に
駐
車
中
の
本
件
自
動
車
の
車
上
荒
ら
し
に
遭

い
、
…
…
２
１
４
万
５
０
０
０
円
の
車
両
保
険

金
の
支
払
を
受
け
た
こ
と
が
あ
っ
た
…
…
。」

 

 
「
Ｘ
は
、
…
…
公
務
員
で
あ
っ
た
が
、
副
業
と

し
て
、
…
…
ス
ナ
ッ
ク
を
第
三
者
に
経
営
さ
せ

て
報
酬
を
得
て
い
た
と
こ
ろ
、
平
成

18年
３
月

こ
ろ
、
暴
力
団
員
Ｂ
か
ら
こ
の
こ
と
を
理
由
に

脅
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
う
つ
病
に
罹

患
し
、
同
年
７
月
か
ら
休
職
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
…
…
平
成

19年
８
月

29日
の
面
談
記
録

に
は
う
つ
病
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
暴
力
団
員

の
恐
喝
事
件
は
、
解
決
し
た
わ
け
で
は
な
く
、

ま
だ
尾

を
引

い
て

い
る

と
の

記
載

が
あ

る
…

…
。
…
…
休
職
期
間
も
通
算
２
年
間
に
な
ろ
う

と
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
５
年
間
で
３
年
以
上
の

休
職
・
病
欠
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
分
限
処

分
の
対
象
と
な
る
…
…
た
め
、
将
来
的
に
は
こ

の
ま
ま
職
場
復
帰
が
で
き
な
け
れ
ば
、
退
職
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
そ
の
場
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合
は
、
退
職
金
が
出
て
も
、
信
用
組
合
等
の
債

務
を
控
除
す
る
と
、
１
５
０
万
円
程
度
し
か
残

ら
な
い
し
、
妻
の
収
入
と
副
業
に
よ
る
収
入
だ

け
と
な
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
本
件
自
動
車
の

盗
難

を
偽
装

す
る

動
機

が
な

い
と

は
い

え
な

い
。
し
か
も
、
Ｘ
は
、
暴
力
団
員
と
の
関
わ
り

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
、
車
の
盗
難
事

件
は
暴
力
団
が
関
与
し
て
行
わ
る
こ
と
も
少
な

く
な
い
。
」
 

③
 
「
以
上
の
と
お
り
、
本
件
自
動
車
の
盗
難
が

非
常
に
困
難
で
あ
る
こ
と
に
加
え
て
、
第
三
者

の
持
ち
去
り
と
認
め
る
に
は
疑
わ
し
い
Ｘ
側
の

事
情
に
照
ら
す
と
、Ｘ

の
供
述
は
信
用
で
き
ず
、

ほ
か
に
本
件
自
動
車
が
Ｘ
以
外
の
第
三
者
に
よ

っ
て
持
ち
去
ら
れ
た
こ
と
を
認
め
る
に
足
る
証

拠
は
な
い
。
む
し
ろ
、
…
…
事
実
関
係
に
照
ら

す
と
、
Ｘ
が
自
ら
本
件
自
動
車
を
運
転
し
て
本

件
駐
車
場
か
ら
運
び
出
し
、
リ
モ
コ
ン
キ
ー
１

本
と
と
も
に
第
三
者
に
引
き
渡
し
た
可
能
性
が

高
い
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。」

 


 
結
論
 

 
「
以
上
に
よ
れ
ば
、
Ｘ
の
請
求
は
理
由
が
な
い

か
ら
全
部
棄
却
す
べ
き
と
こ
ろ
、
こ
れ
を
一
部

認
容
し
た
原
判
決
は
失
当
で
あ
り
、
本
件
控
訴

は
理
由
が
あ
る
。
よ
っ
て
、
原
判
決
中
、
Ｙ
の

敗
訴
部
分
を
取
り
消
し
た
上
、
Ｘ
の
請
求
を
棄

却
す
る
…
…
。」

 

４
．
評
釈
 

１
 
自
動
車
保
険
契
約
に
基
づ
い
て
車
両
の
盗
難

に
か
か
る
保
険
金
を
請
求
す
る
者
の
立
証
責
任

に
つ
い
て
は
、
最
高
裁
に
よ
り
判
断
の
枠
組
が

示
さ
れ
て
い
る
。
最
三
小
判
平
成

19年
４
月

17日
民
集

61巻
３
号
１
０
２
６
頁
は
「
被
保

険
自
動
車
の
盗
難
と
い
う
保
険
事
故
が
発
生
し

た
と
し
て
…
…
車
両
保
険
金
の
支
払
を
請
求
す

る
者
は
、
『
被
保
険
者
以
外
の
者
が
被
保
険
者

の
占
有
に
係
る
被
保
険
自
動
車
を
そ
の
所
在
場

所
か
ら
持
ち
去
っ
た
こ
と
』
と
い
う
外
形
的
な

事
実
を
主
張
、
立
証
す
れ
ば
足
り
、
被
保
険
自

動
車
の
持
ち
去
り
が
被
保
険
者
の
意
思
に
基
づ

か
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
主
張
、
立
証
す
べ

き
責
任
を
負
わ
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
」
と

判
示
し

1)、
最
一
小
判
平
成

19年
４
月

23日

判
時
１
９
７
０
号
１
０
６
頁
は
「
外
形
的
な
事

実
は
、
「
被
保
険
者
の
占
有
に
係
る
被
保
険
自

動
車
が
保
険
金
請
求
者
の
主
張
す
る
所
在
場
所

に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
」
及
び
「
被
保
険
者
以

外
の
者
が
そ
の
場
所
か
ら
被
保
険
自
動
車
を
持

ち
去
っ
た
こ
と
」
と
い
う
事
実
か
ら
構
成
さ
れ

る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
」
と
し
た
う
え
、

「「
外
形
的
・
客
観
的
に
み
て
第
三
者
に
よ
る
持

ち
去
り
と
み
て
矛
盾
の
な
い
状
況
」
…
…
を
立

証
す
る
だ
け
で
は
、
盗
難
の
外
形
的
な
事
実
を

合
理
的
な
疑
い
を
超
え
る
程
度
に
ま
で
立
証
し

た
こ

と
に

は
な

ら
な

い
こ

と
は

明
ら

か
で

あ

る
」
と
判
示
し
た

2)。
 

 
 
こ
れ
ら
の
最
高
裁
判
決
が
示
さ
れ
て
以
降
、

下
級
審
に
お
け
る
判
断
は
、
こ
の
枠
組
に
従
っ

て
行
わ
れ
て
き
て
お
り

3)、
本
判
決
も
そ
の
１

つ
で
あ
る
。
 

２
 
車
両
の
盗
難
に
つ
い
て
は
、目
撃
者
の
証
言
、

犯
人
の
供
述
、
記
録
さ
れ
た
映
像
等
に
よ
り
直

接
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
盗
難
を
推
認
さ

せ
、又

は
推
認
を
妨
げ
る
間
接
事
実
を
検
討
し
、

保
険
金
を
請
求
す
る
者
が
「
盗
難
の
外
形
的
な

事
実
を
合
理
的
な
疑
い
を
超
え
る
程
度
に
ま
で

立
証
し
た
」
と
い
え
る
か
を
総
合
的
に
判
断
す

る
こ
と
が
必
要
に
な
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
裁
判

例
に
お
い
て
検
討
さ
れ
て
い
る
間
接
事
実
と
し

て
は
、
事
故
の
客
観
的
状
況
（
窃
取
の
難
易
、

発
見
時
の
車
両
の
状
態
）
、請

求
者
の
事
故
前
後

の
行
動
（
修
理
・
洗
車
の
有
無
、
被
害
届
提
出

時
期
）
、
請
求
者
の
属
性
（
同
種
事
故
の
経
験
の

有
無
、
交
友
関
係
）・

動
機
、
保
険
契
約
に
関
す
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る
事
情
（
契
約
締
結
と
事
故
の
時
間
的
近
接
性
、

契
約
締
結
に
至
る
経
緯
、
契
約
内
容
）
が
挙
げ

ら
れ
る

4)。
 

 
 
本
件
に
お
い
て
主
な
争
点
と
し
て
検
討
さ
れ

た
間
接
事
実
は
、
自
走
又
は
牽
引
・
運
搬
に
よ

る
窃
取
の
難
易
、
Ｘ
夫
妻
の
自
動
車
の
使
用
頻

度
、
Ｘ
の
経
済
的
動
機
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
検

討
し
た
結
果
、
原
審
は
「
第
三
者
が
何
ら
か
の

方
法
に
よ
り
本
件
自
動
車
を
盗
取
し
た
可
能
性

を
否
定
で
き
な
い
以
上
、
Ｘ
の
…
…
供
述
の
信

用
性
を
揺
る
が
す
ま
で
に
は
至
ら
な
い
」
（
傍

線
評
者
）
と
判
断
し
た
が
、
本
判
決
に
お
い
て

は
、
よ
り
詳
細
な
間
接
事
実
に
関
し
て
Ｙ
側
か

ら
の
主
張
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ら
に
基
づ
き
、
ベ

ン
ツ
車
の
防
犯
性
能
と
犯
罪
組
織
・
窃
取
技
術

に
関
す
る
報
道
等
の
内
容
、
真
正
キ
ー
の
本
数

に
関
す
る
事
実
、
Ｘ
の
妻
の
姉
で
あ
る
Ａ
に
よ

る
マ
ー
チ
の
使
用
頻
度
の
低
下
、
本
件
自
動
車

の
車
上
荒
ら
し
に
よ
る
Ｘ
の
保
険
金
受
領
歴
、

暴
力
団
員
か
ら
の
恐
喝
を
契
機
と
す
る
休
職
に

よ
る
Ｘ
の
分
限
処
分
と
退
職
金
の
減
額
に
関
す

る
事

実
等

に
関

す
る
評
価

を
加

え
た

結
果

、

「
Ｘ
が
自
ら
本
件
自
動
車
を
運
転
し
て
本
件
駐

車
場
か
ら
運
び
出
し
、
リ
モ
コ
ン
キ
ー
１
本
と

と
も
に
第
三
者
に
引
き
渡
し
た
可
能
性
」
が
高

く
、
Ｘ
の
「
供
述
は
信
用
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

…
…
盗
難
の
外
形
的
事
実
が
合
理
的
な
疑
い
を

超
え
る
程
度
に
ま
で
証
明
さ
れ
た
と
い
う
こ
と

は
で
き
な
い
」
と
い
う
結
論
に
至
っ
て
い
る
。

原
審
と
比
較
し
て
、
間
接
事
実
の
詳
細
に
つ
い

て
慎
重
な
検
討
が
行
わ
れ
て
お
り
、
安
易
な
保

険
金
の
不
正
請
求
を
防
ぐ
実
務
上
の
要
請
に
照

ら
し
て
も
、
妥
当
な
判
決
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
 

３
 
平
成

19年
に
示
さ
れ
た
最
高
裁
の
判
断
の

枠
組
に
つ
い
て
は
、
「
保
険
金
の
不
正
請
求
が

容
易
に
な
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
っ
た
指
摘

や
、
逆
に
「
実
質
的
に
は
、
盗
難
が
被
保
険
者

の
意
思
に
よ
ら
な
い
こ
と
に
つ
い
て
の
立
証
責

任
を
保
険
金
請
求
者
に
課
し
た
の
と
同
じ
で
あ

る
」
と
い
っ
た
指
摘
も
行
わ
れ
た
が

5)、
そ
の

後
の
裁
判
例

6)及
び
実
務
に
お
い
て
は
、
保
険

金
請
求
者
の
立
証
に
求
め
ら
れ
る
「
合
理
的
な

疑
い
を
超
え
る
程
度
」
と
い
う
基
準
は
抽
象
的

で
は
あ
る
も
の
の
、
多
様
な
間
接
事
実
の
積
み

重
ね
に
よ
る
判
断
を
要
す
る
車
両
盗
難
事
案
の

性
格
を
踏
ま
え
た
妥
当
な
も
の
と
し
て
、
「
安

易
な
請
求
認
容
」
と
「
過
酷
な
立
証
要
求
」
の

い
ず

れ
に
も
偏

る
こ

と
な

く
運

用
さ

れ
て

お

り
、
判
決
理
論
と
し
て
定
着
し
て
き
た
と
い
え
る
。 

 
 
最
高
裁
判
決
が
「
被
保
険
者
以
外
の
者
が
…

…
被
保
険
自
動
車
を
持
ち
去
っ
た
こ
と
」
を
盗

難
の
外
形
的
事
実
の
要
素
と
し
た
こ
と
は
、
盗

難
の
語
義
に「

被
保
険
者
の
意
思
に
よ
ら
な
い
」

と
い
う
要
素
が
内
包
さ
れ
て
い
る
と
い
う
一
般

人
の
理
解
に
合
致
す
る
と
と
も
に
、
保
険
事
故

の
存
在
に
関
す
る
立
証
責
任
を
保
険
金
請
求
者

側
が
負
う
と
い
う
一
般
原
則
に
も
適
合
す
る
も

の
で
あ
る
。
本
判
決
が
「
直
接
証
拠
は
存
在
し

な
い
か
ら
、
Ｘ
の
本
件
自
動
車
が
盗
難
に
遭
っ

た
旨
の
…
…
供
述
の
信
用
性
は
慎
重
に
判
断
す

る
必
要
が
あ
る
」
と
指
摘
し
た
と
お
り
、
盗
難

と
い
う
保
険
事
故
の
存
在
に
関
し
て
、
被
保
険

者
が
関
与
し
て
い
る
と
い
う
疑
い
を
払
拭
す
る

に
足
る
合
理
性
や
信
頼
性
を
、
被
保
険
者
の
言

動
・
供
述
に
求
め
る
こ
と
自
体
は
妥
当
で
あ
り
、

被
保
険
者
に
と
っ
て
過
酷
で
あ
る
と
し
て
排
除

す
る
必
要
は
な
い
。
む
し
ろ
、
被
保
険
者
の
関

与
に
か
か
る
判
断
を
、
免
責
事
由
に
関
す
る
保

険
者
側
の
立
証
の
成
否
に
の
み
委
ね
る
こ
と
の

方
が
、
多
様
な
間
接
事
実
を
総
合
し
て
適
正
に

評
価
す
る
と
い
う
実
務
上
の
要
請
に
反
し
、
当

事
者
間
の
均
衡
を
失
わ
せ
る
結
果
を
招
く
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
 

４
 
わ
が
国
に
お
け
る
車
両
盗
難
の
件
数
は
全
体
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と
し
て
は
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
大
規
模

な
窃
盗
団
に
よ
る
盗
難
車
の
不
正
輸
出
が
行
わ

れ
て
い
る
こ
と
や
盗
難
車
の
売
買
が
暴
力
団
の

資
金
源
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
背
景
と
し
て
、

特
定
の
地
域
・
車
種
に
か
か
る
件
数
が
顕
著
に

伸
び
て
い
る
実
態
も
あ
り

7)、
車
両
盗
難
に
よ

る
保
険
金
請
求
へ
の
対
応
に
あ
た
る
保
険
者
に

と
っ
て
は
、
間
接
事
実
の
丹
念
な
把
握
・
分
析

に
向
け
た
努
力
が
引
き
続
き
求
め
ら
れ
る
こ
と

に
な
ろ
う
。
 

 
 
な
お
、本

判
決
が
、「

第
三
者
の
持
ち
去
り
と

認
め
る
に
は
疑
わ
し
い
Ｘ
側
の
事
情
」
と
し
て
、

１
年
３
か
月
前
の
車
両
保
険
金
の
受
領
歴
を
と

り
あ
げ
た
こ
と
、
ま
た
、「

Ｘ
は
、
暴
力
団
員
と

の
関
わ
り
が
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
、
車
の
盗
難

事
件
は
暴
力
団
が
関
与
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
も

少
な
く
な
い
」
旨
明
言
し
た
こ
と
は
、
間
接
事

実
の
評
価
に
関
す
る
今
後
の
実
務
対
応
に
お
い

て
参
考
と
し
得
る
と
思
わ
れ
る
。
 

 

1） 
石
田
満
「
被
保
険
自
動
車
（
イ
モ
ビ
ラ
イ
ザ
ー
付
）
の
盗

難
の
主
張
立
証
責
任
」
石
田
満
編
・
保
険
判
例
２
０
０
９
 

８
頁
（
２
０
０
９
年
・
保
険
毎
日
新
聞
社
）
及
び
加
瀬
幸
喜

「
盗
難
事
故
発
生
に
つ
い
て
の
主
張
立
証
責
任
」
別
冊
ジ
ュ

リ
ス
ト
２
０
２
号
保
険
法
判
例
百
選

90頁
参
照
。
 

2） 
石
田
満
「
車
両
条
項
の
盗
難
の
主
張
立
証
責
任
」
損
害
保

険
研
究

69巻
２
号
２
６
５
頁
（
２
０
０
７
年
・
損
害
保
険
事

業
総
合
研
究
所
）
参
照
。
 

3） 
下
級
審
に
お
け
る
先
行
裁
判
例
と
し
て
、
①
東
京
高
判
平

成

19年
９
月

27日
判
タ
１
２
７
４
号
２
２
４
頁
、
石
田
満

＝
遠
山
聡
「
車
両
盗
難
お
よ
び
車
両
損
壊
に
よ
る
車
両
保
険

金
の
請
求
」
石
田
満
編
・
保
険
判
例
２
０
１
０
 

84頁
（
２

０
１
０
年
・
保
険
毎
日
新
聞
社
）
、
②
千
葉
地
判
平
成

23年

３
月

11日
判
時
２
１
１
２
号
１
３
３
頁
、
久
保
田
光
昭
「
車

両
保
険
に
お
け
る
「
盗
難
」
に
つ
い
て
の
主
張
立
証
責
任
」

石
田
満
編
・
保
険
判
例
２
０
１
２
 
１
９
６
頁
（
２
０
１
２

年
・
保
険
毎
日
新
聞
社
）、

③
東
京
高
判
平
成

23年
５
月

23

日
判
時
２
１
１
８
号
１
３
６
頁
、
遠
山
聡
「
イ
モ
ビ
ラ
イ
ザ

ー
付
き
の
車
両
の
盗
難
に
か
か
る
外
形
的
事
実
の
立
証
」
石

田
満
編
・
保
険
判
例
２
０
１
２
 
２
３
６
頁
、
④
横
浜
地
判

平
成

23年
８
月

16日
判
タ
１
３
６
３
号
１
７
６
頁
、
佐
藤

公
平
「
イ
モ
ビ
ラ
イ
ザ
ー
付
き
高
級
車
両
の
盗
難
に
つ
き
保

険
金
請
求
者
（
被
保
険
者
）
の
故
意
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た

事
例
」
石
田
満
編
・
保
険
判
例
２
０
１
３
 
１
２
８
頁
（
２

０
１
３
年
・
保
険
毎
日
新
聞
社
）、
⑤
名
古
屋
高
判
平
成

23年

８
月

18日
自
動
車
保
険
ジ
ャ
ー
ナ
ル
１
８
６
７
号
１
５
５

頁
が
あ
る
。
 

4） 
大
阪
民
事
実
務
研
究
会
編
「
保
険
金
請
求
訴
訟
の
研
究
」

判
タ
１
１
６
１
号

18頁
参
照
。
 

5） 
こ
れ
ら
の
指
摘
と
そ
れ
に
対
す
る
反
論
を
紹
介
し
た
も

の
と
し
て
、
前
掲
加
瀬
評
釈
参
照
。
 

6） 
上
記

3）で
述
べ
た
裁
判
例
の
な
か
に
は
、
「
被
保
険
者

の
関
与
が
窺
わ
れ
る
」
と
認
定
し
て
盗
難
の
外
形
的
事
実
を

否
定
し
た
も
の
（
①
、
⑤
）、「

盗
難
の
外
形
的
事
実
が
立
証

で
き
て
い
な
い
」
と
判
断
し
た
も
の
（
③
。
本
件
も
こ
れ
に

該
当
す
る
。）、

盗
難
の
外
形
的
な
事
実
を
認
め
た
う
え
で
被

保
険
者
の
故
意
に
よ
り
免
責
と
判
断
し
た
も
の
（
④
）、

盗
難

の
外
形
的
な
事
実
を
認
め
た
う
え
で
被
保
険
者
の
故
意
を
認

定
せ
ず
保
険
金
の
請
求
を
認
容
し
た
も
の
（
②
）
が
あ
る
。
 

 
 
な
お
、
本
判
決
以
後
に
車
両
盗
難
に
か
か
る
保
険
金
の
支

払
可
否
が
争
わ
れ
た
裁
判
例
と
し
て
、
⑥
名
古
屋
高
判
平
成

23年

10月
７
日
自
動
車
保
険
ジ
ャ
ー
ナ
ル
１
８
６
６
号
１

４
４
頁
、
⑦
名
古
屋
地
判
平
成

23年

11月

11日
自
動
車
保

険
ジ
ャ
ー
ナ
ル
１
８
６
８
号
１
５
６
頁
、
⑧
東
京
高
判
平
成

23年

11月

21日
自
動
車
保
険
ジ
ャ
ー
ナ
ル
１
８
７
０
号

１
６
５
頁
、
⑨
東
京
高
判
平
成

23年

11月

29日
自
動
車
保

険
ジ
ャ
ー
ナ
ル
１
８
６
４
号
１
７
７
頁
、
市
川
典
継
「
自
動

車
盗
難
の
外
形
的
な
事
実
に
つ
い
て
「
合
理
的
な
疑
い
を
超

え
る
程
度
」
ま
で
立
証
さ
れ
て
い
な
い
と
し
て
請
求
が
棄
却

さ
れ
た
事
例
」
石
田
満
編
・
保
険
判
例
２
０
１
３
 
２
０
２

頁
、
⑩
東
京
地
判
平
成

24年
１
月

27日
自
動
車
保
険
ジ
ャ

ー
ナ
ル
１
８
６
７
号
１
６
６
頁
、
⑪
名
古
屋
地
判
平
成

24年

６
月

27日
自
動
車
保
険
ジ
ャ
ー
ナ
ル
１
８
８
５
号
１
５
２

頁
、
⑫
大
阪
地
判
平
成

24年
２
月

10日
自
動
車
保
険
ジ
ャ

ー
ナ
ル
１
８
８
５
号
１
６
２
頁
、
⑬
京
都
地
判
平
成

24年
９

月

26日
自
動
車
保
険
ジ
ャ
ー
ナ
ル
１
８
８
８
号
１
６
６
頁
、

⑭
名
古
屋
地
判
平
成

24年

10月

18日
自
動
車
保
険
ジ
ャ

ー
ナ
ル
１
８
９
０
号
１
５
４
頁
、
⑮
東
京
地
判
平
成

25年
１

月

30日
自
動
車
保
険
ジ
ャ
ー
ナ
ル
１
８
９
４
号
１
３
６
頁

が
あ
り
、
い
ず
れ
も
、
平
成

19年
に
最
高
裁
判
例
の
示
し
た

枠
組
を
用
い
て
判
断
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
保
険

者
に
よ
る
免
責
条
項
の
適
用
の
主
張
を
退
け
、
保
険
金
の
請

求
を
認
容
し
た
⑮
以
外
は
、
「
盗
難
の
外
形
的
事
実
が
立
証

で
き
て
い
な
い
」
と
判
断
し
て
お
り
、
裁
判
所
に
よ
る
こ
の

点
に
関
す
る
間
接
事
実
の
認
定
が
慎
重
に
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
こ
の
う
ち
⑥
は
、
本
件
と
同
様
、
イ
モ

ビ
ラ
イ
ザ
ー
付
ベ
ン
ツ
車
の
防
犯
性
能
が
争
点
と
な
っ
た
事

案
で
あ
る
。
 

7） 
自
動
車
盗
難
等
の
防
止
に
関
す
る
官
民
合
同
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
。
 


